
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【剣道情報】剣道連盟鏡開き！ 

1月 5日（日）午前１０時から北見市武道館道場２を会場に、北見地方

剣道連盟の鏡開きと初稽古会が子供から大人まで約 120 名の会員参

加のもと開催された。最初に道場の床を丁寧に雑巾がけし、会員で記

念撮影そして、鏡開き式を挙行した。今泉竹夫会長は御挨拶で「目標

をしっかりもって、それに向かって努力することが大切」と子供たちに呼びかけた。続いて各少年部代表の剣士

たちによる鏡割り、結びに今年午年生まれで 84 才を迎えられる青山裕名誉会長の鏡餅入刀で鏡開き式を終

了。その後、会員全員で初稽古に臨み、鋭い気合とともに新しい年をスタートさせた。 

【新年御挨拶】 

特定非営利活動法人 北見市武道振興協会副理事長 鎌口幹雄 

会員の皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。合わせて武道各

団体のますますのご活躍、ご発展を心からお祈り申し上げます。昨年は待望の北見市武

道館が完成し大変素晴らしい年となりました。今年はその武道館に一人でも多くの市民

が来場し武道を体験することができる場になればと思っています。今年が皆様にとりま

して素晴らしい一年になりますことをご祈念し御挨拶と致します。 

特定非営利活動法人北見市武道振興協会 理事 橋本誠司 

謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。年は改まりましたが昨年は、待望の武道館が 10月 19

日開館となり思い出深い年となりました。各所団体の皆様におかれましても活発に活動なされ

ていることと思います。私達北見空手協会も、柔道・剣道同日の 1月 5日(日)午前 9：00 より年

明けの初稽古を行い、毎年恒例としている北見神社までのランニング参拝を行い、5 才～小中

学生まで元気に今年一年の目標を個々の胸に誓い拠点である武道館まで戻り、基本稽古で汗を流しました。

恵まれた武道館の環境に甘んずることなく、日頃の稽古において精進して行く所存です。 

 施設におかれましては、より多くの皆様に愛され活用されます様願いまして年頭のご挨拶とさせて頂きます。

又、管理スタッフの皆様、いつも大変ご苦労様です。今年も宜しくお願い申し上げます。 

連載 中国「老子」の思想 三十七章 「無為にしてなさざるなし」 

行為しようとの意思を持たず、しかもすべてを成し遂げる。これが無為自然の「道」である。 

君主がこの「道」にのっとるなら、万物はおのずと生々発展する。だが、この生々発展の中にありながらも、人

は作為したい欲望を起こすものだ。そうした欲望は、無心の徳によって鎮めよう。いや、鎮めようとする意識すら

捨て去ることだ。 

無心に自然の働きにまかせれば、天下はおのずと治まる。 

原文：道常無爲而無不爲。侯王若能守之、萬物將自化。化而欲作、吾將鎭之以無名之樸。無名之樸、亦將不欲。不

欲以靜、天下將自定。三十八章に続く 
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